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各　位
旭化成ケミカルズ株式会社

イオン交換膜法食塩電解プロセス累積1,000万トン受注達成

旭化成ケミカルズ株式会社（社長：藤原 健嗣、本社：東京都千代田区）は、イオン交換膜法食塩電解プロセスの累積1,000万トン（100%苛性ソーダベース）受注を達成しましたので、お知らせいたします。

1.受注実績

イオン交換膜法食塩電解プロセスとは、イオン交換膜を使用して食塩水を電気分解し、塩素と苛性ソーダを生産するシステムです。
弊社のイオン交換膜法食塩電解プロセスは、1975年に販売を開始して以来、30年にわたる実績と優れた性能により、顧客から高い信頼を得ています。2005年12月現在、全世界で17か国、76工場で採用され、その累積受注量は1,000万トンを超え、世界のトップシェアを誇っています。

これまでに国内はもとより、Dow Chemical（米国、ドイツ）、Formosa Plastics（台湾）、Akzo Nobel（オランダ）、BASF（ドイツ）など世界有数の大手化学メーカーに採用戴いております。

最近では、信越化学工業株式会社の米国子会社であるShintech社の大型プロジェクトで弊社プロセスの採用が決定いたしました。

経済発展著しい中国においても、巨化集団（浙江省）、天津太沽化工（天津市）、斎魯石化（山東省）をはじめとする数多くの化学会社から受注しており、弊社プロセスの累積受注量は300万トンを達成、トップシェアを誇っております。

2.事業環境

高い経済成長を実現している中国、インドでは、塩ビや基礎化学品である苛性ソーダの需要が増加しています。これに伴い、イオン交換膜法食塩電解プロセスの引き合いも活発化しています。また、環境問題や原油価格高騰に伴う電力コスト上昇に伴い、既存の水銀法、隔膜法からイオン交換膜法への転換案件も顕在化しています。

3.事業戦略

弊社では、高付加価値事業の一つであり、得意分野でもある膜事業（交換膜、電池セパレータ、膜分離システム等）を今後の重点拡大分野と位置付けており、その中で交換膜事業も事業基盤強化を図っております。

弊社では、今後とも、イオン交換膜と電解槽、陽極、陰極、運転技術を含むすべての食塩電解プロセス技術を供給している世界で唯一のメーカーであることを活かして、2010年までに累積1,500万トン受注達成を目指して、世界No.1の地位を揺るぎないものにしていく計画です。

4.技術特長

弊社のイオン交換膜法食塩電解プロセス技術には次の特長があります。

1)

水銀、アスベストなどの環境汚染物質を使用しない環境に優しく、弊社が世界で初めて開発した技術です。

2)

電解電圧が低く、電力消費量が少ない技術です。

3)

高濃度の苛性ソーダが製造でき、濃縮のための蒸気消費量が少ない技術です。

4)

高純度の塩素が製造でき、塩素を液化することなくニ塩化エチレン製造工程に供給することが可能です。

また、弊社が開発した「アシプレックス(R)」イオン交換膜は優れた電解性能を有しており、電解電圧、電流効率、塩水不純物耐性などで世界トップレベルの性能を有しています。

以上
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